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本研究は，高知市都市圏の公共交通機関で利用可能な IC カード「ですか」のサービスが開始された

2009 年～2017 年の 8 年分のデータを活用して公共交通利用者の移動特性を把握するものである．分析方

法は，筆者が過去に提案している時間的・空間的トリップパターン依存度を用いるものとする．時間的・

空間的トリップパターン依存度とは，ある利用者の IC カードに出現した最も多く出現する経路(ある 1 日

に出現するバスもしくは電停の順番)と最も多く出現する時間帯(ある 1 日に出現する乗車時刻と降車時刻

の順番)の組み合わせを集計し，その利用者が観測期間中に出現した日数のうち，それが何日出現したか

を各利用者で集計するものである．その結果，公共交通利用者が日々異なる経路と時間帯に公共交通を利

用していることを経年的に把握することができた． 
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1. はじめに  

 

近年，わが国の地方都市における公共交通路線の再編

はその都市の活性化のためにも急務であり，既に路線再

編に向けた様々な検討がなされている．例えば高知市で

は，市全域における路面電車や路線バスなどの公共交通

機関を活性化し，持続的な公共交通体系を構築するため

に高知市公共交通総合連携計画の策定を進めている．そ

の中で，公共交通機関相互の乗り継ぎや公共交通機関へ

の乗り換えの利便性が確保できるように，交通結節点の

設定を将来的な公共交通体系の指針として計画を進めて

いる．しかしながら，公共交通の利用実態がデータから

示された上での検討は少ないのが現状であり，公共交通

利用者がどのようなトリップ特性を持っているのかが分

からず，公共交通活性化のためのマーケティングが行わ

れていない．そこで本研究は，公共交通を活性化させる

ためのマーケティングを行うために，公共交通機関の料

金払いで利用されている IC カードから得られる利用者

の公共交通利用履歴を用いて，各利用者の日々の公共交

通利用トリップの特性を分析する． 

IC カードデータを活用し公共交通利用者の交通行動

特性を利用パターンの抽出の観点で実施された研究は，

筆者ら 1)の過去の研究やその他様々な国と地域で行われ

ている 2)—12)．ここで，筆者らの研究 1)では，1 か月間の

IC カードデータを用いて分析がなされており，実際に

は，公共交通事業者らが実施する各種施策に対する利用

者の行動の変化を評価することが公共交通のマーケティ

ングでは必要になる．そこで本研究では，高知市都市圏

で利用可能な IC カード「ですか」のサービスが開始さ

れてから 8年間のデータを活用し，時間的・空間的トリ

ップパターン依存度の経年変化を分析する．この分析を

通じて，今後，公共交通事業者が実施している各種サー

ビスに対する公共交通利用者の交通行動の変化を分析す

るための基礎的な特性を把握するものとする． 

 

 

2. ICカード「ですか」 

 

ICカード「ですか」は，2016年1月25日に利用が開始

され，高知市都市圏における路面電車及び路線バスで利

用可能なICカードで，土佐電氣鐵道（株），土佐電ドリ

ームサービス（株），高知県交通（株），（株）県交北

部交通と高知県交通のバス車両が運行する高知高陵交通

の須崎～杉の川・檮原間で利用することができる(図-1

参照)．カードは主に無記名式，紛失時対応の記名式と

定期券で構成されている．さらに，年齢によってもカー

ドが分類され，小学生まで(12歳となる年度の4月1日ま

で利用可能)の小児用と，65歳以上のナイスエイジ，そ

れ以外の，大人(記名，無記名)，身障者を加えた合計5

種類が存在する． 
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 本稿で活用する IC カードから得られる情報は，利用

者 ID，乗車時刻，乗車停留所，降車時刻，降車停留所

である．なお，2014 年 10 月に土佐電気鉄道と高知県交

通が経営統合しており，2014 年 10 月以降の情報は新会

社であるとさでん交通の情報として処理されている(表-

1 参照)．ここで，本稿で利用する IC カードデータの取

得期間を整理すると 2,973 日分のデータを分析可能であ

った． 

 ここで，データ取得期間である 2009年 1月 25日から

2017年 3月 31日までに出現したカード IDの数を整理す

ると，128,051 個のユニークなカード ID が出現している

ことが分かった．これらのカード ID が最初に出現した

日の経年変化を図-1 に示す．図より，データ取得期間

中に出現した IDの内の約 25%を占める約 30,000個の ID

数に達するのはサービスが開始されてから約 100日後の

2009年 5月であり，その時期の新規カード利用者が最も

多いことが分かった．また，各年の 4 月に新規 ID の数

が急増することが分かるが，これは新年度を迎えて定期

券等を購入したり公共交通を利用し始める利用者が見ら

れるためである．また，4 月頃の新規 ID 数を調べると，

その水準は毎年大きく変化することなく，概ね 400個の

新規 ID数が各年で出現していることも分かった． 

 

 

表-1 利用した ICカードデータの概要 

データ取得期間 2009年 1月 25日～2017年 3月 31日 
データ内容 利用年月日，カード ID，券種，利用

交通機関，乗車時間，乗車停留所，

降車時間，降車停留所，ですかポイ

ント，エコポイント，移動距離 
交通機関 路面電車，路線バス 

(土佐電気鉄道，高知県交通，県交北

部交通(2014年 10月まで)，とさでん

交通(2014年 10月以降)) 
カード ID数 128,051個 
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図-1 各日における新規カード IDの出現状況 

 

3. 時間的・空間的トリップパターン依存度 

 

 ここでは，本稿で試算する時間的・空間的トリップパ

ターン依存度について説明する．両指標は，筆者らが提

案した公共交通利用者の日々の利用経路と利用時間帯を

把握するために提案された指標である 1)．以下ではそれ

ぞれの求め方を示す．なお，データ取得期間全体で時間

的・空間的トリップパターン依存度を計算した結果に加

え，データ取得期間の各年で出現が確認された ID のみ

を対象として時間的・空間的トリップパターン依存度を

各年で計算した結果を次章に示す． 

 

(1) 時間的トリップパターン依存度 

各利用者が 1ヶ月間で毎日同じ時間帯に公共交通を利

用しているか否かについて，本研究では，ある 1日にお

いて出現した乗車・降車の時間帯(1 時間単位) の組合せ

を，その日の利用時間帯のトリップパターンとして定義

する．例えば，図-2に示すように，ある人が 1ヶ月間に

3 トリップした場合に，トリップ 1とトリップ 3は同じ

1 時間帯(6 時台乗車，7 時台降車，12 時台乗車，13 時台

に降車)に公共交通を利用している．一方で，トリップ 2

では前述の 2 トリップとは異なる時間帯(例えば，17 時

台乗車，18 時台降車)も公共交通を利用しており，利用

時間帯パターンとしてこの利用者は，データ取得期間で

3 日公共交通を利用し，その内の 2 日は同じ時間帯に利

用している．ここで本研究では，公共交通利用の時間帯

が全く同じ組み合わせで最も多く出現した日数が，公共

交通を利用した全トリップ日数に対する構成比を時間的

トリップパターン依存度として定義する．よって，図-2

の例であれば， この利用者の時間的トリップパターン

依存度は，3 日の内で 2 日同じ時間帯に利用しているた

め，約 0.67となる． 

 

(2) 空間的トリップパターン依存度 

本研究で分析する空間的トリップパターン依存度は，

前述の時間的トリップパターン依存度と同様に，ある利

用者がデータ取得期間中に，最も多く利用したある 1日

のバス/電停の組合せの出現率を空間的トリップパター

ン依存度として定義する．具体的には，図-3 に示すよ

うに，ある利用者が 3 日の公共交通利用があり，2 日分

は同じ停留所の組合せが同じ順序で出現した場合，この

利用者の空間的トリップパターン依存度は約 0.67 とな

る．なお，本稿では，ある日に出現したバス/電停の組

合せをその日の利用「経路」として捉え，以降でも空間

的トリップパターン依存度で高頻度に出現するバス/電

停の組合せを，利用者が高頻度に利用している「経路」

として考察を加えることとする． 
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図-2  時間的トリップパターンの集計例 
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図-3 空間的トリップパターンの集計例 

 

 

4. 時間的・空間的トリップパターン依存度の経

年変化 

 

(1) データ取得期間全体での時間的・空間的トリップ

パターン依存度の試算 

ここでは，IC カード「ですか」データが取得された

2009年 1月 25日から 2017年 3月 31日を対象とし，期間

内に 2日以上出現した利用者を対象として時間的・空間

的トリップパターン依存度をそれぞれの利用者で算出し，

約 8年間での両指標の傾向を把握する．分析の対象とな

ったのは，2009年の 1年間に両トリップパターン依存度

を計算可能な 2日以上出現した利用者で 47,316名である．

データ取得期間は 2,973 日であり，対象利用者の内，出

現した日数の最大値は 2,850 日，最小値は 2 日であった

(表-2)．図-4に試算した結果を示す． 

 図-4 より，図内右上は日々同じ時間帯に同じ経路を

利用している利用者がプロットされているはずであるが，

試算の結果から全体的に少数の利用者のみがプロットさ

れている結果となった．一方で，図内左下は日々異なる

時間帯に異なる経路を利用している利用者を示しており，

多くの利用者が日々異なる時間帯に異なる経路を利用し

ていることが分かった．また，時間的，空間的にそれぞ

れのトリップパターン依存度の傾向を把握すると，見た

目の分布として，時間的トリップパターン依存度は 0.5

未満と高くないものの，空間的トリップパターン依存度

が比較的高い利用者が一定量存在することが分かった．

ここで両指標に関する各利用者の数値の分布を把握する．

表-3 より，両指標とも約半数の利用者は 0.3 未満であり，

特定の利用経路と利用時間帯に偏った利用をしていない

ことや若干空間的傾向にあることが分かった． 

 この傾向は筆者らの過去の研究 1)とも一致しているも

のの，時間帯の区切りが 1時間と設定していることから，

時間的トリップパターン依存度の定義を引き続き検討し

ていく必要がある．また，図内の各点には複数名が存在

し得ることに注意する必要がある． 

表-2 分析対象利用者の出現日数の基本統計量 [単位：日] 

最大値 2,850 

最小値 2 

平均 243.9 

標準偏差 371.7 
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図-4 時間的・空間的トリップパターン依存度 

 

表-3 時間的・空間的トリップパターン依存度の分布 

利⽤者数 相対度数 利⽤者数 相対度数
0-0.1 7,776 0.167 11,228 0.241
0.1-0.2 14,280 0.307 16,128 0.197
0.2-0.3 8,872 0.191 8,569 0.130
0.3-0.4 6,082 0.131 4,964 0.087
0.4-0.5 4,180 0.090 3,113 0.060
0.5-0.6 1,972 0.042 1,068 0.022
0.6-0.7 1,579 0.034 731 0.015
0.7-0.8 965 0.021 371 0.008
0.8-0.9 523 0.011 176 0.004
0.9-1 309 0.007 190 0.004
合計 46,538 1 46,538 1

データ区間
空間的トリップパターン 時間的トリップパターン

 

 

(2) 時間的・空間的トリップパターン依存度の経年変

化 

 ここでは，時間的・空間的トリップパターン依存度の

経年変化を分析する．本稿では，まず，各年次における

時間的・空間的トリップパターンに変化があったかどう

かを把握する．分析の対象となる利用者は，2009 年か

ら 2017 年までの各年で 2 日以上出現した利用者であり，

対象利用者数は 7,211人であった． 

 図-5 には，データ収集期間の内，2009 年，2012 年，

2016 年における対象利用者の時間的・空間的トリップ

パターン依存度を計算した結果である．基本的な特性と

しては，前節で示した全体的な傾向と概ね一緒であり，

また，2014 年 10 月に実施された交通事業者の合併後
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(2016 年)の公共交通利用者の時間的・空間的な利用特性

に大きな変化は見られないものと考えられる． 

ここで，各年の両指標を各利用者ごとに計算し，2009

年の両指標の値に対して以降の年で増加し続けた利用者

数と減少し続けた利用者数がどの程度を占めるかを把握

する．図-6，7 には，時間的・空間的トリップパターン

依存度別に，2009 年の依存度の値に対して以降の依存

度が増加し続けた人あるいは減少し続けた人の割合を示

している．図より，75％以上の利用者は，2009年の依存

度に対して増減を繰り返しながら公共交通を利用してお

り， 8年間の間に依存度が下がったり，上がったりする

利用者がそれぞれ約 10％程度存在していることが分か

った．今後は，利用の曜日や時間帯，利用者の利用頻度

や利用日数の間隔の変化に加えて，カード種別などの情

報も加味しながら，長期的な視点で公共交通利用者の移

動パターンの変化の特性を把握する必要がある． 

 
 
5. おわりに 

 

 本稿では，筆者らが過去に提案した公共交通利用者の

時間的・空間的トリップパターン依存度に着目し，高知

市都市圏において利用可能な IC カード「ですか」のサ

ービスが開始されてから 8 年間の IC カードデータを活

用して分析した．その結果，公共交通利用者は日々異な

る経路と時間帯で公共交通を利用していることを経年的

に把握することができた． 

 今後は，前述したした通りに，利用の曜日や時間帯，

利用者の利用頻度や利用日数の間隔の変化に加えて，カ

ード種別などの情報も加味しながら，長期的な視点で公

共交通利用者の移動パターンの変化の特性を把握するこ

とと，これらの情報を活用した公共交通利用者の行動モ

デルを構築し，今後の公共交通の利用状況の改善に向け

た取り組みの検討が必要である． 
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